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１
　�

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
は
何
か
？

　

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
構
）
な
ど
に
よ
れ
ば
、
身
体

的
・
精
神
的
・
社
会
的
に
良
い
状
態
に
あ
る
こ
と
を
い
い
、
短
期
的
な
幸
福
の
み
な

ら
ず
、
生
き
が
い
や
人
生
の
意
義
な
ど
の
将
来
に
わ
た
る
持
続
的
な
幸
福
を
含
み
、

多
様
な
個
人
が
そ
れ
ぞ
れ
幸
せ
や
生
き
が
い
を
感
じ
る
と
も
に
、
個
人
を
取
り
巻
く

場
や
地
域
、
社
会
が
幸
せ
や
豊
か
さ
を
感
じ
ら
れ
る
良
い
状
態
に
あ
る
こ
と
も
含
む

包
括
的
な
概
念
と
さ
れ
て
い
る
。

2
　�

国
際
的
な
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
政
策
の
動
向

　

２
０
０
９
年
、
仏
の
サ
ル
コ
ジ
大
統
領
は
、
世
界
的
学
者
を
集
め
て
「
暮
ら
し
の

質
を
測
る
～
経
済
成
長
率
を
超
え
る
幸
福
度
指
標
の
提
案
～
」
と
い
う
レ
ポ
ー
ト
を

ま
と
め
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
限
界
を
正
し
く
認
識
し
、
人
々
の
生
活
の
質
に
着
目
し
た
主
観

と
客
観
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
指
標
の
設
定
を
提
言
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
２
０
１
１
年
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
、Better Life Index

を
策
定
。
筆
者

が
共
同
創
立
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
画
し
２
０
１
５
年
に
発
足
し
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
教
育
２

０
３
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
２
０
１
９
年
に
発
表
し
た
「
学
び
の
羅
針
盤
」
で
も
、

教
育
の
目
的
の
最
上
位
に
「
個
人
と
社
会
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上
」
を
掲
げ

た
。

　

２
０
２
３
年
5
月
の
Ｇ
7
教
育
大
臣
会
合
「
富
山
・
金
沢
宣
言
」
に
お
い
て
も
、

調
和
と
協
調
に
基
づ
く
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
考
え
⽅
が
確
認
さ
れ
た
。

　

国
連
で
は
、
２
０
１
２
年
、
国
連
本
部
に
て
「
幸
福
に
関
す
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
会

合
」
が
開
催
さ
れ
、「
世
界
幸
福
度
報
告
」（W

orld H
appiness Report

）
の
発

刊
が
は
じ
ま
り
、
２
０
２
４
年
9
月
、
国
連
未
来
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、
将
来
世
代

宣
言
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
、「
現
世
代
お
よ
び
将
来
世
代
のW

ell-being

と
地
球
の

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」
に
向
け
て
国
際
社
会
は
、
具
体
的
な
56
の
行
動
に
コ
ミ
ッ
ト

す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

２
０
２
５
年
に
開
催
さ
れ
る
関
西
・
大
阪
万
博
で
は
、Beyond SD

Gs

が
テ
ー

マ
と
な
り
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
・
ゴ
ー
ル
ズ
（
Ｓ
Ｗ
Ｇ
ｓ
）

に
つ
い
て
議
論
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

3
　�

日
本
政
府
に
お
け
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
政
策
の
動
向

　

日
本
政
府
に
お
い
て
も
、
２
０
２
３
年
6
月
の
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本

⽅
針
２
０
２
３
（
い
わ
ゆ
る
骨
太
⽅
針
）」
に
お
い
て
、
成
長
の
指
標
と
し
て
、
一

人
当
た
り
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
と
並
ん
で
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
が
掲
げ
ら
れ
、
２
０
２
３

年
10
月
23
日
の
第
２
１
２
回
国
会
で
の
岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大
臣
の
所
信
表
明
演
説

な
か
で
、
歴
代
総
理
の
演
説
と
し
て
は
、
は
じ
め
て
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
い
う
言

葉
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
２
０
２
４
年
6
月
の
骨
太
⽅
針
で
は
、「
誰
も
が
活
躍
で
き

るW
ell-being

が
高
い
社
会
の
実
現
」
と
い
う
章
が
盛
り
込
ま
れ
、「
・
・
希
望
あ

ふ
れ
るW

ell-being

の
高
い
社
会
の
実
現
を
目
指
す
・
・
」
と
さ
れ
た
。

4
　�

教
育
に
お
け
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
政
策
の
動
向

　

こ
う
し
た
流
れ
と
、
不
登
校
が
急
増
し
て
い
る
と
い
う
教
育
現
場
の
実
態
を
踏
ま

え
、
２
０
２
３
年
6
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
第
4
期
教
育
振
興
基
本
計
画
」
で

は
、
最
も
重
視
す
る
2
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
1
つ
に
「
日
本
社
会
に
根
ざ
し
た
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
幸
福
感
、
学
校
や
地
域
で
の
つ
な

が
り
、
協
働
性
、
利
他
性
、
多
様
性
へ
の
理
解
、
社
会
貢
献
意
識
、
自
己
肯
定
感
、

自
己
実
現
等
を
調
和
的
・
一
体
的
に
育
む
こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
特
に
、
日

本
の
社
会
・
文
化
的
背
景
を
踏
ま
え
、
日
本
社
会
に
根
差
し
た
「
調
和
と
協
調
」
の

重
視
が
確
認
さ
れ
た
。

　

２
０
２
３
年
12
月
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
・
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
２
０
２
２
の
結
果
が
発
表
さ
れ
、
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
の
な
か
で
、
日
本
は
、
科
学
1
位
、
数
学
1
位
、
読
解
力
2
位
と
な

り
、
総
合
1
位
と
な
っ
た
が
、「
自
律
学
習
へ
の
自
信
」
と
「
家
族
か
ら
サ
ポ
ー
ト

さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
」
が
調
査
国
中
、
最
下
位
と
な
っ
た
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
のChild 

W
ell-being D

ashboard

で
も
、
日
本
の
子
ど
も
た
ち
の
「
自
己
有
用
感
」、「
人
生

の
意
義
や
目
的
を
感
じ
て
い
る
生
徒
の
割
合
」、「
全
体
と
し
て
人
生
に
満
足
し
て
い

る
と
感
じ
て
い
る
生
徒
の
割
合
」
な
ど
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
関
係
指
標
が
調
査
国

中
で
最
下
位
と
な
り
、
改
め
て
、
日
本
の
児
童
・
生
徒
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
問

題
が
あ
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

5
　�

教
員
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

　

子
供
た
ち
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
高
め
る
た
め
に
は
、
教
師
、
家
庭
や
地
域
、

社
会
に
お
け
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上
も
欠
か
せ
な
い
。
特
に
、
教
師
の
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
関
し
て
は
、
学
校
に
お
け
る
働
き
⽅
改
革
を
進
め
る
と
と
も
に
、

教
職
調
整
額
を
改
善
す
べ
く
２
０
２
５
年
通
常
国
会
に
お
い
て
給
特
法
改
正
案
を
提

出
が
予
定
さ
れ
、
教
師
の
処
遇
を
抜
本
的
に
改
善
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

教
員
のW

ell-being

に
関
し
て
、
東
京
大
学
鈴
木
寛
研
究
室
と
㈱
パ
ー
ソ
ル
総
研

が
協
働
で
、「
教
員
の
職
業
生
活
に
関
す
る
定
量
調
査
」
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
以
下

の
よ
う
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

教
員
の
60
％
超
は
職
業
に
「
誇
り
を
持
っ
て
い
る
」
と
回
答
し
て
い
る
が
、
教
員

と
い
う
職
業
を
近
し
い
人
に
推
奨
し
た
い
と
回
答
し
た
割
合
は
20
％
弱
に
と
ど
ま

り
、
小
・
中
学
校
の
教
員
の
約
60
％
が
「
そ
う
思
わ
な
い
」
と
回
答
し
て
い
る
。

　

教
職
本
来
の
魅
力
を
高
め
、
若
手
に
も
憧
れ
ら
れ
る
職
業
と
す
る
た
め
に
は
、
単

に
「
は
た
ら
く
不
幸
せ
実
感
」
と
相
関
の
高
い
「
過
重
労
働
」
や
「
評
価
・
処
遇
へ

の
不
満
」
を
解
消
す
る
だ
け
で
な
く
、
は
た
ら
く
幸
せ
実
感
と
関
連
す
る
「
自
己
成

長
」
や
「
他
者
貢
献
」
な
ど
を
実
感
で
き
る
機
会
の
担
保
が
鍵
と
な
る
こ
と
。
ま

た
、
業
務
外
に
自
身
の
学
び
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
で
き
て
い
る
教
員
は
、
自
己
成
長
因

子
が
高
く
、
職
業
生
活W

ell-being

が
高
い
傾
向
が
確
認
さ
れ
た
。
教
員
自
身
の
継

続
的
な
学
び
は
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
質
の
高
い
教
育
の
提
供
に
つ
な
が
る
ば
か
り

か
、
教
員
自
身
の
職
業
生
活
を
豊
か
に
す
る
。

　

教
員
の
働
き
⽅
改
革
に
お
い
て
は
、
単
な
る
業
務
時
間
の
低
減
や
業
務
内
容
の
削

減
に
だ
け
焦
点
を
当
て
る
の
で
は
な
く
、
教
員
と
し
て
の
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
る

業
務
の
担
保
を
視
野
に
入
れ
た
見
極
め
が
重
要
と
な
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

若
年
層
教
員
は
、
授
業
や
そ
の
準
備
に
お
い
て
も
ベ
テ
ラ
ン
教
員
と
比
較
し
て
心

理
的
な
負
担
感
が
高
く
、
保
護
者
や
地
域
住
民
か
ら
の
苦
情
対
応
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
対
応
な

ど
に
つ
い
て
の
負
担
感
も
高
い
。
職
務
経
験
の
浅
い
20
代
の
教
員
は
、
相
談
や
支
援

を
求
め
た
く
と
も
組
織
的
な
支
援
体
制
や
風
土
の
な
い
職
場
で
は
声
を
あ
げ
に
く

い
。
ま
た
、
教
員
間
の
お
互
い
の
業
務
へ
の
無
関
心
、
適
切
な
評
価
・
処
遇
の
な
さ

と
い
っ
た
報
わ
れ
な
さ
を
感
じ
た
場
合
、
張
り
つ
め
て
い
た
状
態
か
ら
バ
ー
ン
ア
ウ

ト
に
追
い
込
ま
れ
る
リ
ス
ク
は
高
ま
る
。
若
年
層
教
員
の
成
長
を
促
す
た
め
に
も
、

「ウェルビーイング 
教育における重要性と課題」

東京大学公共政策大学院　教授　鈴木　寛
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5
　�

教
員
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

　

子
供
た
ち
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
高
め
る
た
め
に
は
、
教
師
、
家
庭
や
地
域
、

社
会
に
お
け
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上
も
欠
か
せ
な
い
。
特
に
、
教
師
の
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
関
し
て
は
、
学
校
に
お
け
る
働
き
⽅
改
革
を
進
め
る
と
と
も
に
、

教
職
調
整
額
を
改
善
す
べ
く
２
０
２
５
年
通
常
国
会
に
お
い
て
給
特
法
改
正
案
を
提

出
が
予
定
さ
れ
、
教
師
の
処
遇
を
抜
本
的
に
改
善
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

教
員
のW

ell-being

に
関
し
て
、
東
京
大
学
鈴
木
寛
研
究
室
と
㈱
パ
ー
ソ
ル
総
研

が
協
働
で
、「
教
員
の
職
業
生
活
に
関
す
る
定
量
調
査
」
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
以
下

の
よ
う
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

教
員
の
60
％
超
は
職
業
に
「
誇
り
を
持
っ
て
い
る
」
と
回
答
し
て
い
る
が
、
教
員

と
い
う
職
業
を
近
し
い
人
に
推
奨
し
た
い
と
回
答
し
た
割
合
は
20
％
弱
に
と
ど
ま

り
、
小
・
中
学
校
の
教
員
の
約
60
％
が
「
そ
う
思
わ
な
い
」
と
回
答
し
て
い
る
。

　

教
職
本
来
の
魅
力
を
高
め
、
若
手
に
も
憧
れ
ら
れ
る
職
業
と
す
る
た
め
に
は
、
単

に
「
は
た
ら
く
不
幸
せ
実
感
」
と
相
関
の
高
い
「
過
重
労
働
」
や
「
評
価
・
処
遇
へ

の
不
満
」
を
解
消
す
る
だ
け
で
な
く
、
は
た
ら
く
幸
せ
実
感
と
関
連
す
る
「
自
己
成

長
」
や
「
他
者
貢
献
」
な
ど
を
実
感
で
き
る
機
会
の
担
保
が
鍵
と
な
る
こ
と
。
ま

た
、
業
務
外
に
自
身
の
学
び
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
で
き
て
い
る
教
員
は
、
自
己
成
長
因

子
が
高
く
、
職
業
生
活W

ell-being

が
高
い
傾
向
が
確
認
さ
れ
た
。
教
員
自
身
の
継

続
的
な
学
び
は
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
質
の
高
い
教
育
の
提
供
に
つ
な
が
る
ば
か
り

か
、
教
員
自
身
の
職
業
生
活
を
豊
か
に
す
る
。

　

教
員
の
働
き
⽅
改
革
に
お
い
て
は
、
単
な
る
業
務
時
間
の
低
減
や
業
務
内
容
の
削

減
に
だ
け
焦
点
を
当
て
る
の
で
は
な
く
、
教
員
と
し
て
の
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
る

業
務
の
担
保
を
視
野
に
入
れ
た
見
極
め
が
重
要
と
な
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

若
年
層
教
員
は
、
授
業
や
そ
の
準
備
に
お
い
て
も
ベ
テ
ラ
ン
教
員
と
比
較
し
て
心

理
的
な
負
担
感
が
高
く
、
保
護
者
や
地
域
住
民
か
ら
の
苦
情
対
応
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
対
応
な

ど
に
つ
い
て
の
負
担
感
も
高
い
。
職
務
経
験
の
浅
い
20
代
の
教
員
は
、
相
談
や
支
援

を
求
め
た
く
と
も
組
織
的
な
支
援
体
制
や
風
土
の
な
い
職
場
で
は
声
を
あ
げ
に
く

い
。
ま
た
、
教
員
間
の
お
互
い
の
業
務
へ
の
無
関
心
、
適
切
な
評
価
・
処
遇
の
な
さ

と
い
っ
た
報
わ
れ
な
さ
を
感
じ
た
場
合
、
張
り
つ
め
て
い
た
状
態
か
ら
バ
ー
ン
ア
ウ

ト
に
追
い
込
ま
れ
る
リ
ス
ク
は
高
ま
る
。
若
年
層
教
員
の
成
長
を
促
す
た
め
に
も
、

組
織
的
な
支
援
や
育
成
体
制
の
整
備
・
充
実
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

　

副
校
長
・
教
頭
ら
の
業
務
は
、
職
務
範
囲
が
不
明
瞭
で
非
定
型
な
も
の
が
多
く
、

他
の
教
員
に
比
べ
て
月
間
の
業
務
時
間
が
最
も
長
か
っ
た
。
特
に
、
外
部
の
苦
情
に

組
織
的
に
対
応
し
て
い
る
学
校
で
は
、
そ
の
先
頭
に
立
っ
て
い
る
副
校
長
・
教
頭
の

多
忙
感
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
副
校
長
・
教
頭
ら
は
学
内
外
の
架
け
橋
と
し
て
学
校
経

営
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
が
、
期
待
と
負
担
が
過
度
に
集
中
す
る
と

組
織
的
リ
ス
ク
と
も
な
り
得
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
業
務
支
援
要
員
の
配
置

な
ど
は
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

副
校
長
・
教
頭
ら
の
「
は
た
ら
く
幸
せ
」
に
は
、「
自
身
の
成
長
を
実
感
す
る
こ

と
」
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
も
示
唆
さ
れ
た
。
副
校
長
・
教
頭
ら
に
と
っ
て
も
学
び

の
機
会
の
確
保
は
重
要
で
あ
り
、
日
々
の
学
校
業
務
か
ら
心
理
的
に
距
離
を
取
り
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
な
が
ら
自
身
の
学
び
を
更
新
で
き
る
仕
組
み
の
導
入
な
ど
も
望
ま

れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
次
代
の
校
長
職
の
育
成
観
点
か
ら
も
有
効
で
あ
り
、
副
校
長
・

教
頭
のW

ell-being

の
向
上
に
も
寄
与
す
る
と
考
え
る
。
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